
【取組内容①】「デジタルポートフォリオ」を活用した個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実

幸手市立幸手中学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-1

概要
自分の学びを自身で振り返り、生徒相互で見合い・学び合う機会創出のため、
クラウド上で白紙の段階から共有されたデータを使用した「デジタルポートフォリオ」
を学びの足跡として残していく。生徒たちは機会ある毎に他者の学びから自身の
学びを振り返ると共に、学びの記録の将来への活用等よりよい学びへとつなげていく。
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考えるテーマ、課題を明確に
し、思考・検索・編集・まとめ等
の自らの学びの時間を確保し、
その学びの過程や成果を記録
に残す。
更に、他者と共有し合いなが
ら、相互が自らの学びを更に
深めたり、グループの考え等を
構築したりする機会創出を
ICTの活用を通してねらう。

従来のノート・プリントだけでなく、
端末やインターネットを活用すること
により、広く・深く自身の学びを認識
することが可能となった。
生徒の自己有用感や積極性の
醸成にもつながり、将来に向けた
武器となることの気付きを得られた。

何をどう記録し、将来にどうつなげるのか
の見通しが不明確であり、次年度の課題
である。卒業後、個人クラウドにデータを
移行し、生涯に渡る財産（高校入試や
大学受験、就職などに向けた自分の学び
や人生の歩みを語れる資料と経験）にも
なり得るということも視野に入れていく。


